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扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語』

物
語
の
挿
絵
は、

本
来、

物
語
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
描
か
れ

る
は
ず
だ
が、

と
き
に
物
語
の
世
界
か
ら
離
れ
て
独
自
の
世
界
を
形
づ
く

る
こ
と
が
あ
る。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て、

扇
絵
を
取
り
上
げ
た
い。

折
り
畳
む
こ
と
の
で
き
る
扇
は
日
本
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ、

檜
扇
は
平

(
I[
 

城
京
で
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
い。

絵
の
あ
る
檜
扇
は
平
安
時
代
か

ら
泄
品
が
残
り、

平
安
時
代
の
文
学
作
品
や
記
録
等
に
も、

檜
扇
の
ほ
か

紙
を
貼
っ
た
蝙
蝠
扇
が
多
く
登
場
す
るa

さ
ら
に、

扇
で
は
な
い
が、

四
天
王
寺
に
伝
来
し
た
扇
形
の
冊
子
『
扇

而
法
華
経』

に
は
彩
色
で
風
俗
的
な
主
題
が
多
く
描
か
れ、

そ
の
i

部
を

令
ク―

『
源
氏
物
語』

や
『
伊
勢
物
語』

の
物
語
絵
に
比
定
す
る
説
も
あ
る。

し
か
し
明
ら
か
に
『
伊
勢
物
語
』

を
画
題
と
す
る
扇
絵
の
記
録
は、

で

3}

室
町
時
代
に
下
る。
『
葉
涼
軒
日
録
』

文
明
十
八
年
(
-
四
八
六）

七
月

二
十
九
日
条
で
あ
る。

興
彦
龍
持
1一
扇
子
地
二
枚
l

云。

有
レ
人
請
レ
賛
作
レ
之
可
也。

蓋
為
レ

は
じ
め
に

扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語』

貼向
屏
也。
総
計
六
十
枚
有レ
之ム々
。

画
様
一

枚
者
葵
花。

々
側
有
ユ

虻
虫
ニー
。
一

枚
者
濶
昏
有＿一
杜
若i
o

々
々
中
有
二
断
橋一
。

々
側

著＿一
衣
冠
I

之
官
人
一

ケ
有レ
之。

所
謂
三
河
八
橋
敷．

彦
龍
周
興
が
持
つ
て
い
た
扇
子
地
二
枚
の
う
ち
の
一

枚
が
『
伊
勢
物
語』

第
九
段
の
三
河
国
八
橋
の
扇
面
で、

か
き
つ
ば
た、

橋、

衣
冠
姿
の
人
物

一

人
が
描
か
れ、

賛
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と、

扇
子
地
は
屏
風
に
貼
る

た
め
に
総
計
六
十
枚
用
意
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と、

ま
た、

画
題
は
『
伊
勢

物
語』

に
限
ら
ず
草
花
図
な
ど
も
取
り
合
せ
た
屏
風
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ

と
が
わ
か
る。

こ
の
よ
う
に
室
町
時
代
に
は、

扇
そ
の
も
の
の
用
途
と
は
別
に、

扇
面

を
集
め
て
屏
風
や
画
帖
な
ど
に
貼
っ
て
一

覧
に
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
多

(
4}
 

く
行
な
わ
れ
た。
『
文
阿
弥
花
伝
書』

に
「
屏
風
立
次
第」

と
し
て、

一

き
み
が
き
つ
け
（
金
螢
付）、

二
扇
な
が
し、

三
し
き
し、

四
泥
ひ

き、

五
大
和
絵、

六
う
す
だ
め、

七
墨
絵、

八
し
ろ
は
り

と
あ
り、

扇
而
や
色
紙
を
貼
り
付
け
た
屏
風
は、

金
螢
付
屏
風
と
と
も

に、

接
客
空
間
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い、

格
の
高
い
室
礼
と
さ
れ
て
い
た

青

木

賜
鶴
子



に
（
東
下
り {
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こ
と
が
知
ら
れ
る。

前
掲
『
蔭
涼
軒
日
録』
の
記
事
か
ら
も
う
か
が
え
る
通
り、
『
伊
勢
物

語』
の
扇
面
だ
け
を
貼
り
付
け
た
屏
風
は
知
ら
れ
な
い
が、
江
戸
時
代
初

期
に
俵
屋
宗
達
の
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
扇
面
貼
付
（
散）
屏
風
の
中
に、

『
伊
勢
物
語』
を
画
題
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る。
『
伊
勢
物
語』
の

扇
面
画
と
し
て
迫
る
も
の
の
中
で
は
最
古
の
部
類
に
入
る。

ま
た、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
頃
に
盛
行
し
た、
扇
面
画

と
和
歌
を
対
応
さ
せ
た
『
扇
の
草
子』
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
も、
『
伊

勢
物
語』
の
和
歌
が
多
く
見
ら
れ
る。
『
扇
の
草
子』
の
絵
は
独
特
だ
が、

(

h
}
 

こ
の
扇
絵
と
多
く
共
通
す
る
「
扇
面
屏
風」
の
存
在
も
指
摘
さ
れ、
時
代

的
に
も
重
な
る
の
で、
宗
達
派
以
外
の
扇
絵
も
視
野
に
入
れ
つ
つ、
扇
絵

に
見
る
『
伊
勢
物
語』
受
容
の一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い。

宗
達
派
の
扇
面
屏
風

宗
達
周
辺
の
主
要
な
扇
面
貼
付
（
散）
屏
風
の
迫
例
の
う
ち、
伊
勢
物

語
絵
を
含
む
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は、
次
の
五
点
で
あ
る。

1
醍
醐
寺
三
宝
院
本
「
扇
面
貼
付
屏
風」
（
ト一
面
中
伊
勢
物
語
絵
は
二

曲◊
第
五
段
「
関
守」、
第
几
段
「
窮
K
の
山
j

第
1一
段
「
ほ
ど
は
裳
居

十

二図
は
次
の
通
り。
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
振
り、
章
段
番
号
の
次

2
御
物
本
「
扇
面
貼
付
屏
風」
（
四
卜
八
而
中
伊
勢
物
品
絵
は
四
面。
第
六

段
「
霜
神
j

「
守
る
男」
「
鬼一
17」、
第
1

'

ー
ニ
段
「-"凹
安
の
里」）

3
東
京
国
立
博
物
館
蔵、
旧
原
家
本
「
扇
面
散
屏
風」
（
六
卜
曲
中
伊
勢

物
語
絵
は
卜．
血。
後
述）

4
フ
リ
ア
美
術
館
本
「
扇
面
散
貼
付
屏
風
J

(
二
|
面
中
伊
勢
物
話
絵
は

「
岡
第
万
段

面
守」、
第
二
1
四
段
「
杵
弓」）

5
フ
リ
ア
美
術
館
木
「
扇
面
貼
付
小
屏
風」
（」ハ
面
中
伊
勢
物
語
絵
は一

曲。
第一
ト一『．
段
「一砧
女
の
単」）

こ
の
う
ち
2
の
第
六
段
ぶ田
神」
は
弘
安
本
系
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻』、

ほ
か
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
異
本
伊
努
物
語
絵
巻』
（
以
下
『
異
本
絵

在』）
か
ら
の
影
府
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
最
も
多
く
の
伊
勢
物
語
絵
を
含

む
の
は、
3
の
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
扇
面
散
屏
風』
で
あ
る。

東
博
本
『
扇
面
散
屏
風』
は、
『
漿
美』
七
号
「
特
集
俵
屋
宗
達」

(

lC

IJ

月
社、
—1
01'一
年＇）
に
画
姐一
覧
と
と
も
に
全
囮
が
紹
介
さ
れ
た。

貼
り
込
ま
れ
た
六
十
枚
の
扇
面
の
主
姐
は、
源
氏・
伊
勢・
保
元・
平
治

な
ど
の
物
語
の
ほ
か、
草
花、
名
所、
祭
礼、
仙
仏
奇
踪
な
ど
多
岐
に
わ

(
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た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る。
伊
勢
物
語
関
係
は
十一
凶
あ
る

が、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る。



扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語
』

に
場
面
名
を
あ
げ
る 。

場
面
名
が
『
衆
美』

七
号
と
異
な
る
場
合
は
括
弧

内
に
注
記
し
た 。

「
高
安
の
里
（
河
内
越）」 、

1
第
一

段
「
春
日
の
里
（
初
冠）」 、

2
第
四
段
「
西
の
対」 、

3
第

五
段
「
関
守」 、

4
第
九
段
「
富
士
の
山
（
東
下
り）」 、

5
第
九
段

「
隅
田
川」 、

6
第
十
一

段
「
ほ
ど
は
雲
居
に
（
空
行
く
月）」 、

7
第

十
二
段
「
武
蔵
野」 、

8
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
j、

9
第
二
十
三
段

10
第
二
十
四
段
「
梓
弓」 、

11
第
六
十
五

段
「
恋
せ
じ
の
楔」

宗
達
の
扇
絵
に
つ
い
て
特
に 、

放
射
性 、

湾
曲
性 、
（
右
か
ら
左 、

ま
た

(
8
〉

は
左
か
ら
右
へ
の）

進
行
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、

こ
の
扇
面
の
場
合

も 、

基
本
的
に
は
そ
の
ル
ー

ル
に
則
っ
て
い
る 。

し
か
し 、

典
拠
と
の
距
離
は
一

様
で
は
な
い 。

十

二
凶
の
う
ち 、

3

「
関
守
J、

6
「
ほ
ど
は
雲
居
に」 、

7
「
武
蔵
野」 、

8
「
筒
井
筒」 、

9

「
裔
安
の
里」 、

11
「
恋
せ
じ
の
楔」

の
六
図
は 、
一

部
省
略
な
ど
が
あ
る

も
の
の 、

典
拠
と
な
っ
た
『
異
本
絵
巻
』

の
モ
テ
ィ
ー

フ
を
放
射
状
に 、

ま
た
扇
の
弧
に
沿
っ
て
巧
み
に
湾
曲
さ
せ
な
が
ら
配
間
し
直
し
た
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る 。

ほ
と
ん
ど
が
他
の
宗
達
派
の
扇
面
や
屏
風 、

色
紙
な

ど
に
も
描
か
れ
た
場
面
で
あ
り 、

宗
達
派
に
好
ま
れ
た
主
題
で
あ
る 。

ま
た 、

10
「
梓
弓」 、

4
「
富
士
の
山」

の
二
図
は
典
拠
の
図
様
を
反

転
さ
せ 、

左
か
ら
右
へ
の 、

典
拠
と
は
逆
の
進
行
性
に
な
っ
て
い
る 。

右

[IヌI l〕扇面散屏風 第9段窃士

〔図2〕異本絵巻 第66段難波律

か
ら
左
へ
と
進
行
す
る
物
語
絵
巻
と
は
違
い 、

逆
か
ら
の
進
行
を
可
能
に

す
る
扇
絵
の
特
性
に
従
っ
た
変
容
と
い
え
る 。

4
の
第
九
段
「
磁
士
の

山」
〔
固
l〕

は 、

右
に
大
き
く
富
士
山
を
描
き 、

た
な
び
く
雲
を
隔
て

て 、

左
端
に
左
手
を
か
ざ
し
て
山
を
仰
ぎ
見
る
男
と 、

太
刀
持
ち
の
童
を

描
く 。

こ
の
二
人
の
姿
は 、
『
異
本
絵
巻』

第
六
十
六
段
「
難
波
津」
〔
図

(
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2〕

の
場
面
を
反
転
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
『
異

本
絵
巻』

の
中
に
馬
で
出
か
け
る
姿
は
多
く
描
か
れ
て
い
る
が 、

左
手
を

か
ざ
す
姿
は
こ
の
段
だ
け
で
あ
り 、

遠
く
か
ら
富
士
を
見
や
る
姿
を
描
く

た
め
に
別
章
段
の
図
様
を
利
用
し
た
の
で
あ
る 。



（図3〕扇面散屏凪 第9段隅田）II

モ
テ
ィ
ー
フ
の
省
略
と
追
加

（図4〕異本絵巻 第9段隅田JII

し
か
し、

第
九
段
「
隅
田
川」
〔
図
3〕

の
場
合、
『
異
本
絵
巻
』
〔
図

4
〕

の、

隅
田
川
の
そ
ば
に
立
つ
一

行
（
配
協
は
入
れ
替
え
て
い
る）

と、

日
が
暮
れ
る
か
ら
早
く
舟
に
乗
れ
と
急
が
せ
る
船
頭
は
描
く
が、

船
頭

の
は
る
か
向
こ
う
に
い
る
は
ず
の、

こ
の
場
面
の
中
心
と
な
る
白
い
「
都

鳥」

の
姿
は
ど
こ
に
も
描
か
れ
ず、

省
略
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
は
い
っ

た

い
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う。

〔図5〕醍醐寺本（閉守）

（図6)異本絵巻 第5段IK\J守

都
烏
は
描
か
れ
な
い
が、

中
央
の
人
物
が
扇
で
指
し
示
す
そ
の
先
に

は、

都
烏
が
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。

扇
を
持
つ
人
物
を
最
も
目
立
つ

位
置
に
配
匹
し
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う。

し
か
し
都
鳥
が
描
か

れ
な
け
れ
ば、
『
伊
勢
物
語
』

の
場
面
と
は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い。

川

を
渡
ろ
う
と
し
て
船
頭
と
や
り
取
り
す
る
旅
の
一

行
と
見
る
こ
と
も
で
き

る。

物
語
の

世
界
と
は
切
り
離
し
た
享
受
も
で
き
る
が、

『
伊
勢
物
語
』

と
わ
か
れ
ば
よ
り
楽
し
め
る、

な
ぞ
解
き
に
も
似
た
楽
し
み
方
を
提
供
す

る、

ひ
と
つ
の
工
夫
と
も
い
え
る。

じ
つ
は
同
様
の
こ
と
は、

1
の
醍
醐
寺
三
宝
院
本
の
扇
面
に
も
起
き
て

い
る。
〔
図
5〕

は
『
異
本
絵
巻
』

第
五
段
[
図
6〕

のヽ

東
の
五
条
に

四



扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語
』

守
に
止
め
ら
れ
て
い

る
場
面
を
反
転
し
て

利
用
し
て
い

る
が、

主
人
公
の

男
と
供
人

『
異
本
絵
巻
』

第
九
段

「
富
士
の
山」
〔
図
8〕

の
場
面
に
描
か
れ
た

主
人
公
一

行
の

姿
を

利
用
す
る
が、

窟
士

い
は
描
か
れ
な
い。

ま
た
〔
図
9
〕

は

『
異
本
絵
巻
』

第
十
一

段
〔
図
10
〕

を
利
用

し
て
い
る
が、

背
景

を
描
く
の

み
で
一
関

守」

は
描
か
れ
て
い

な
い
。
〔

図
7
〕

は

住
む
姫
君
の

も
と
に

「
築
土
の
く
づ
れ」

か

ら
通
う
主
人
公
が
関

〔図7)醍醐寺本（東
―

Fり）

―――--―`

ふ:!-て.- 9 ＼｀； ・ 屡一
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〔図8〕異本絵巻 第9段布l..

五

に
は
波
が
描
き
足
さ
れ
て
い
る。

こ
の
段
は
東
下
り
の
途
中
で
都
の
知
人

に
歌
を
贈
る
話
で
場
所
の
設
定
は
な
く、

『
異
本
絵
巻
』

で
は
旅
の
途
中

で
出
会
っ
た
知
人
に
歌
を
託
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る。

醍
醐
寺
本
の
扇

面
は、

東
下
り
の
始
ま
り
の
段
「
伊
勢
尾
張
の
あ
は
ひ
の
浦
づ
ら
」

を

ゆ
く
第
七
段
を
連
想
さ
せ、

海
沿
い
を
馬
で
行
く
主
人
公
一

行
の
姿
を、

『
異
本
絵
巻
』

第
十
一

段
を
借
り
な
が
ら
描
い
た
の
で
あ
る。

(I沿9)醍醐寺本（東下り）

＂ ↓
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サ
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r
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［図10〕児本絵巻 第II段ほどは裳居に



も
し
『
異
本
絵
巻』
が
な
か
っ
た
な
ら、
こ
の
三
図
か
ら
『
伊
勢
物

語』
の
閑
守
の
話
や
富
上
の
話
等
を
容
易
に
は
想
起
で
き
な
い。
す
な
わ

ち
〔
図
5]
は、
何
か
大
き
な
暁
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
立
ち
つ
く
す

貨
公
子
を、
〔
図
7〕
〔
凶
9〕
は
馬
で
旅
を
す
る
主
人
公一
行、

貸
種
流

(

10
)
 

離
の
旅
の
さ
ま
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

以
上
は
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
省
略
さ
れ
た
例
で
あ
っ
た
が、

逆
に、

物
語
と
は
閉
係
の
な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
が
追
加
さ
れ
た
例
が
二
図
あ
る。

第

四
段
「
西
の
対」
と
第一
段
「
春
日
の
里」
で
あ
る。

第
四
段、
東
五
条
の
后
宮
の
西
の
対
に
す
む
姫
君
に
人
知
れ
ず
通
っ
て

い
た
主
人
公
だ
が、

女
は
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
い、
一

年
後
の
一
月
十
日、
西
の
対
で
女
を
恋
し
く
思
い
出
す。
典
拠
と
な
っ
た

『
異
木
絵
巻』
の
本
文
に
よ
れ
ば、
男
は
二
首、
歌
を
詠
む。

（
略）
う
ち
な
き
て、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で
亭
な
る
い
た
じ
き
に
ふ

せ
り
て、
去
年
を
思
ひ
い
で
A
い
ひ
け
る

月
や
あ
ら
ぬ
は
る
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

と
い
ひ
て、
こ
の
は
な
の
も
と
に
た
ち
よ
り
て、

梅
の
は
な
か
を
の
み
袖
に
と
ゞ
め
つ
A

我
忠
ふ
人
は
を
と
づ
れ
も
せ
ず

と
い
ひ
て、
ほ
の

f＼
と
あ
く
る
に、
か
へ
り
に
け
り。

〔lXl ll) h畑i散屏風（第4段西の対）

（図12)沢本絵咎 第4段ilりの対

『
異
本
絵
巻』
〔
図
12〕
で
は、
絵
の
ほ
う
も、
「
あ
ば
ら
な
る
い
た
じ
き」

に
臥
せ
る
男
と、

梅
の
花
の
も
と
で
花
を
見
上
げ
て
呆
然
と
立
ち
つ
く

す
男
が
異
時
同
図
法
で
描
か
れ、
「
月
や
あ
ら
ぬ」
の
歌
を
詠
む
場
而
と

「
梅
の
花」
の
歌
を
詠
む
場
面
に
対
応
す
る。

こ
の
段
は、
『
宗
達
伊
勢
物
語
図
色
紙』
（
以
F
『
9ぷ
達
色
紙』）
に
も
描

か
れ
て
い
る。
現
在
二
枚
が
知
ら
れ、
『
異
本
絵
巻』
の
二
垢
面
を
そ
れ

ぞ
れ
利
用
し
て
い
る。
「
月
や
あ
ら
ぬ」
の
場
面
〔
図
13〕
は、

他
の
伊

勢
物
語
絵
の
ほ
ぽ
す
べ
て
が
描
く、
こ
の
段
の
重
要
尿
物
「
月」
が
描
き

足
さ
れ、
も
う一
場
而
〔
固
14〕
の
方
は、
さ
ら
に
構
図
な
ど
も
変
化
さ
せ

C

2
)
 

て、

夜
の
ほ
の
ぽ
の
と
明
け
る
頃、

泣
く
泣
く
帰
る
と
こ
ろ
に
見
え
る。
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扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語
』

『
扇
面
散
屏
風
』

で
は、
『
異
本
絵
巻
』

の、

梅
を
眺
め
て
歌
を
詠
む
図

様
を
借
用
し
て
い
る
が、

梅
の
木
は
立
蔀
の
向
こ
う
側
に
小
さ
く
描
か
れ

る
の
み
で
あ
り、

男
の
眼
前
に
は、

大
き
な
松
の
木
が
立
っ
て
い
る。

女

の
屋
敷
に
や
っ
て
き
た
も
の
の
た
め
ら
っ
て
立
ち
す
く
ん
で
い
る
と
も、

帰
ろ
う
と
し
て
な
お
去
り
難
く、

か
つ
て
女
と
語
り
合
っ
た
屋
敷
を
振
り

返
っ

て
見
つ
め
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
が、

も
う
ひ
と
つ、
『
伊
勢
物

語
』

の
物
語
世
界
か
ら
わ
ざ
と
離
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
解
せ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か。

前
述
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
本
の
〔
図
5]

が
呆
然
と
立

ち
す
く
む
貴
公
子
を
切
り
取
っ
た
よ
う
に、

東
博
本
『
扇
面
散
屏
風
』

の

〔
固
11〕

も、

か
な
わ
ぬ
恋
に
悩
む
貴
公
子
の

姿
を
描
き
出
し
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る。

次
に、

第
一

段
の
絵
を
検
討
す
る。

元
服
し
た
主
人
公
の
男
は、

奈
良

の
京
春
日
の
里
に
隈
狩
に
出
か
け
る。

そ
こ
で
男
は、

古
都
に
似
合
わ
ぬ

美
し
い
姉
妹
を
思
い
が
け
ず
垣
間
見
て、

と
っ

さ
に、

着
て
い
た
「
し
の

． 

→オ，
- -＿ ＿.＿＿一叫名＿＿

（図15〕扇面散屏風（第l段1日1]の里）

〔図16)異本絵巻 第1段祁日の里

ぶ
ず
り
の
狩
衣」

の
裾
を
切
っ

て、

歌
を
害
き、

姉
妹
に
贈
る。
『
異
本

絵
巻
』
『
扇
面
散
屏
風
』

の
ど
ち
ら
も、

男
は
妻
戸
の
そ
ば
に
座
っ

て、

女
へ
の
恋
歌
を
書
い
て
い
る。

と
こ
ろ
が
『
異
本
絵
巻
』

で
は
た
し
か
に
「
し
の
ぶ
ず
り
の
狩
衣」

に

書
い
て
い
る
が、

『
扇
面
散
屏
風
』

で
は
和
歌
恨
紙
で
あ
る
点
が
大
き
く

異
な
る。

ま
た
男
の
前
に
あ
る
大
き
な
三
本
の
桜
の
木
は、

た
ら
し
こ
み

に
よ
っ
て
苔
を
表
現
し、

し
な
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
い
る
が、

こ
の
桜

の
木
も、

元
の
『
異
本
絵
巻
』

に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る。

男
の
い
る
空
間
は、

扇
面
右
の、

お
よ
そ
四
分
の
一

ほ
ど
の
空
間
に
押



し
や
ら
れ 、

左
側
に
は 、

抽
象
的
な
形
の
金
雲
と
土
波
が
広
が
っ

て
い

る 。

こ
の
左
側
の
部
分
は 、

加
え
ら
れ
た
桜
の

木
と
と
も
に 、

も
は
や

『
伊
勢
物
語
』

の
絵
と
は
わ
か
ら
な
い 、

む
し
ろ
『
伊
勢
物
語
』

か
ら
乖

離
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る 。

物
語
世
界
が
明
示
さ
れ

て
い
な
く
と
も
わ
か
る 、

隠
し
絵
に
似
た
楽
し
み
方
は 、

実
用
の
扇
の
絵

と
し
て
も 、

屏
風
に
貼
ら
れ
た
扇
の
鑑
買
法
と
し
て
も
相
応
し
い
あ
り
方

で
あ
っ

た
ろ
う 。

た
だ
し 、

狩
衣
か
懐
紙
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は 、

中
世
の
『
伊
勢
物

語
』

理
解
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る 。

す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
の

『
害
陵
部
本
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

に

業
平
必
紙
を
も
た
ぬ
に
は
あ
ら
ず 。

狩
衣
の
す
そ
を
き
り
て
帯
の
や

う
に
つ
け
て
春
日
野
の
歌
を
書
て
や
る
也 。

と
あ
り 、

細
川
幽
斎
の
『
伊
勢
物
語
朋
疑
抄
』

に
至
っ
て
も 、

狩
衣
の
す
そ
を
き
り
て
歌
を
か
き
て
や
る
に
は
あ
ら
ず 。

花
な
ど
の

枝
も
折
節
な
け
れ
ば 、

狩
衣
の
す
そ
を
き
り
て 、

ぴ
つ
け
て
や
る
な
る
べ

し 。

そ
れ
に
歌
を
む
す

と
説
い
て
お
り 、

狩
衣
に
直
接
書
い
た
の
で
は
な
い 、

懐
紙
に
書
い
て
狩

衣
の
裾
を
結
び
つ
け
た
の
だ
と
い
う
解
釈
が
江
戸
時
代
の
初
め
に
至
る
ま

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る 。

さ
ら
に 、

鎌
倉
時
代
の
『
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
』
（
図
17 、

以
下
「
白
描
本」）

で
も 、

上
に
梵
字
経
が
摺

ら
れ
て
い
て
わ
か
り
に
く
い
が 、

男
は
懐
紙

に
書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る 。

す
な
わ
ち 、

鎌
倉
時
代
に
は 、

狩
衣
に
直
接
和
歌
を
書
い

た
の
で
は
な
く
懐
紙
に
書
い
た
と
い
う

解
釈

が
存
在
し 、

白
描
本
も
宗
達
の

扇
面
も 、

そ

の

解
釈
に
従
っ

て
「
懐
紙」

と
し
て
描
い
た

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、

東
婢
本
『
扇
面
散
屏
風
』

は 、

『
異
本
絵
巻
』

に
拠
り
つ
つ

、

物
語
の
鍵

と
な
る
主
要
モ
テ
ィ
ー

フ
を
省
略
し
た
り 、

逆
に
物
語
と
は
関
係
の
な
い
モ
テ
ィ
ー

フ
を

追
加
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て 、

そ
の
描

く
世
界
を
拡
げ
る
の
に
成
功
し
た
と
言
え
る 。

逆
に 、

伊
勢
物
語
絵
の
一

部
や
モ
テ
ィ
ー

フ
だ
け
を
描
く
の
が
『
扇
の
草
子
』

で
あ
る 。

モ
テ
ィ
ー

フ
の
み
を
描
く
こ
と

『
扇
の
草
子
』

は 、

扇
形
の
枠
の
中
に
絵
を
描
き 、

絵
に
対
応
す
る
和

歌
一

首
を
周
囲
に
散
ら
し
た
も
の
で 、

成
立
年
代
は
お
よ
そ
室
町
時
代
後

四

‘· • ニ：：：-�
・

I' 
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〔図17〕白描本（描き起し）
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扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語
』

期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
と
さ
れ
る。

和
歌
の
出
典
は
勅
撰
集
や
物
語、

謡

曲、

お
伽
草
子、

俳
諧
な
ど
に
及
び、

伝
本
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
っ

て、

収
載
和
歌
に
も
幅
が
あ
る
が、
『
伊
勢
物
語
』

の
和
歌
が
最
も
多
く

採
ら
れ
て
い
る
の
は
根
津
美
術
館
蔵
「
扇
面
歌
意
画
巻」
（
以
卜
「
根
沖

本」）

で、

百
首
中
二
十
九
首
（
二
十
九
図）

あ
る。

た
だ
し
こ
の
中
に

は
勅
撰
集
や
お
伽
草
子
か
ら
の
採
録
と
考
え
る
方
が
よ
い
も
の
も
あ
り、

実
際
に
は
も
う
少
し
減
る
よ
う
で
あ
る。

さ
て、

根
津
本
を
例
に、
『
扇
の
草
子
』

に
特
徴
的
な
伊
勢
物
語
絵
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い。

た
と
え
ば
前
述
し
た
第
九
段
「
33
名
に
し
を

は
ゞ
い
ざ
こ
と
A

は
む
宮
こ
ど
り
わ
が
お
も
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と」

（
岱
用
数
守
は
根
津
本
の
歌
順）

の
絵
〔
図
18〕

は
船
頭
と
都
鳥
の
み
で
あ

り、

宗
達
派
の
扇
面
屏
風
が、

隅
田
川
を
渡
る
前
に
船
頭
と
や
り
と
り
す

る
『
異
本
絵
巻
』

の
図
様
を
利
用
し
な
が
ら
都
鳥
を
描
か
な
い
の
と
好
対

照
で
あ
る。

根
津
本
は、

こ
ち
ら
側
の
岸
辺
に
主
人
公
一

行
が
件
む
『
異

本
絵
巻
』

な
ど
の
先
行
作
の
一

部
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

な
お
多
く

の
伊
勢
物
語
絵
は、

船
に
乗
っ
て
隅
田
川
を
わ
た
る
一

行
と
都
鳥
を
描
い

て
い
る。

中
に
は、

伊
勢
物
語
絵
に
は
あ
ま
り
描
か
れ
な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
も
あ

る。

た
と
え
ば、

第
十
三
段
「
35
む
さ
し
あ
ぶ
み
さ
す
が
に
か
け
て
た
の

む
に
は
と
は
ぬ
も
つ
ら
し
と
ふ
も
う
る
さ
し」

は、

根
津
本
〔
固
19]

で

は、

刀、

鐙、

手
紙
ら
し
き
巻
物
を
描
く。

こ
の
歌
は
武
蔵
ま
で
や
っ
て

き
た
主
人
公
が
都
の
女
に
贈
っ
た
歌
で、
「
武
蔵
鐙」

に
「
武
蔵
で
逢
ふ

身」

を
掛
け
て
い
る。

伊
勢
物
語
絵
に
お
い
て
こ
の
段
を
絵
画
化
す
る
も
の
は
少
な
く、

中

尾
家
本、

甲
子
園
学
院
本
な
ど
ご
く
一

部
の
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
が、

『
扇
の
草
子
』

に
は
い
く
つ
か
の
伝
本
に
見
ら
れ
る。

そ
こ
で
共
通
の
享

受
の
場
や
粉
本
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が、
「
武
蔵
鐙」

の

絵
は、

伊
剪
物
語
絵
も
『
扇
の
草
子
』

も、

お
よ
そ
二
種
類
の
図
様
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る。

ひ
と
つ
は、

鐙
と
刀
を
描
く
グ
ル
ー
プ。

伊
勢
物
語
絵
で
は
中
尾
家
本

［図18)根律本L員の草了· 9段隅田｝1↓

（図19〕恨津本扇の抱子 13段 武蔵鐙



〔図20〕中尾家本

喝
〔図2]]甲子園学院本
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〔
因
20〕
、
『
扇
の
草
子
』

で
は
根
津
本、

東
洋
文
廊
嵯
峨
本、

民
芸
館
本

な
ど。

中
に
は
刀
に
見
え
な
い
も
の、

刀
の
み
を
描
く
疫
應
本
も
あ
る。

も
う
ひ
と
つ
は、

鐙
だ
け
を
描
く
グ
ル
ー
プ
で、

伊
勢
物
語
絵
で
は
甲
子

園
学
院
本
〔
偲
21〕

と
『
扇
の
草
子
』

資
料
館
本
で
あ
る。

な
ぜ
物
語
に
は
出
て
こ
な
い
刀
が
描
か
れ
て
い
る
の
か。

腰
に
差
す
短

刀
の
「
刺
刀
（
さ
す
が）
」

を
掛
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か。

よ
く
見
る
と、

鐙
だ
け
を
描
く
も
の
は、

鐙
に、

釘
形
の
留

め
金
で
あ
る
「
刺
鉄
（
さ
す
が）」

を
付
け
て
描
か
れ
て
い
る。
「
さ
す
が」

を
「
刺
鉄」
「
刺
刀」

の
い
ず
れ
の
掛
詞
と
考
え
る
か
の
違
い
に
よ
っ
て、

絵
が
違
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

「
さ
す
が」

は、

現
在
で
は
「
刺
鉄」

を
掛
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が、

江
戸
時
代
以
前
の
注
釈
に
お
い
て
は、
「
サ
ス
。

カ
ク
ル
。

皆
ア
ブ

ミ
ノ
縁
也」
（
椎
消
抄）

と
い
う
解
釈
が
一

般
的
で、

籾
極
的
に
掛
詞
と
解

釈
す
る
注
釈
は
見
当
た
ら
な
い。

た
だ、

常
光
院
流
の
『
経
厚
講
伊
勢
物

語
聞
書
』

に
「
さ
す
が
に
卜
云
ヲ
秀
句
ニ
ハ
不
用
l

と
あ
る
の
は、
「
刺

刀」
（
あ
る
い
は
「
刺
鉄」）

の
掛
詞
と
す
る
注
説
へ
の
反
発
と
見
ら
れ、

掛

詞
説
の
存
在
を
物
語
る。

根
津
本
『
扇
の
草
子
』

に
は、

同
じ
第
十
三
段
の
男
の
歌
「
99
と
へ
ば

い
ふ
と
は
ね
ば
う
ら
む
む
さ
し
あ
ぶ
み
か
A

る
お
り
に
や
人
は
し
ぬ
ら

ん」

も
採
ら
れ
て
い
る
が、

こ
の
絵
に
は
刀
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
も、

刀
と
「
さ
す
が」

の
対
応
を
示
し
て
い
る。

な
お
こ
の
歌
は
他
の
『
扇
の

草
子
』

に
は
見
ら
れ
な
い。

第
八
十
七
段
「
89
は
る
A

夜
の
ほ
し
か
川
辺
の
ほ
た
る
か
も
我
す
む
か

た
の
あ
ま
の
た
＜
火
か」

は、

兄
や
同
僚
た
ち
と
布
引
の
滝
見
物
に
行
っ

た
帰
り、

海
士
の
漁
火
を
見
て、

星
か
螢
か
と
形
容
し
た
歌
で、

伊
勢
物

語
絵
で
は、

嵯
峨
本
〔
固
23〕

の
よ
う
に、

主
人
公
一

行
が
釣
舟
の
漁
火

を
見
て
い
る
図
様
が
多
い。

根
津
本
〔
屈
22〕

で
は、

草
叢
の
上
に
螢
が

飛
び、

左
の
建
物
で
火
が
燃
え
て
い
る
図
様
で
あ
る。

海
士
に
は
似
つ
か

わ
し
く
な
い
檜
皮
狂
の
立
派
な
建
物
は
「
我
す
む
か
た」、
「
た
＜
火
l

は

家
の
中
の
火
で
あ
ら
わ
し
て、

歌
に
詠
ま
れ
た
「
モ
ノ」

を
読
み
込
む

「
歌
絵」

の
趣
で
あ
る。

わ
ざ
と
i

海
士
の
漁
火」

か
ら
は
ず
し
た
滑
稽

味
も
ね
ら
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う。

こ
の
場
面
で
螢
を
描
く
伊
勢
物
語
絵

は、

知
ら
れ
る
限
り
で
は
『
宗
達
色
紙
』
[
図
叫〕

以
前
に
は
無
vヽ

室

町
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
め
の
時
期
の
歌
絵
と
伊
勢
物
語
絵
の
磁
合
を

1

0
 



扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語』

図
様
の
変
容

根
津
本
に
あ
る
『
伊
勢
物
語』
の
和
歌
は、

他
作
品
か
ら
の
採
録
と
考

え
る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が、

も
う一
例、

他

作
品
の
影
態
に
よ
り
図
様
が
変
容
し
た
と
思
し
い
例
を
あ
げ
て
お
き
た

‘.
o
 
し 考

え
る
う
え
で
興
味
深
い。 〔図22〕根津本扇の点子

（図24]宗達色紙

第87段「あまのた＜火」

（図23)院峨本伊勢物語

〔図25)根沖本扇の信子

［図27)伏見常栄

第23段「風吹けば」

＿土ミ

〔図26]嵯峨本伊勢物語

第
二
十
三
段
「
50
風
ふ
け
ば
お
き
っ
し
ら
な
み
た
っ
た
山
夜
半
に
や
君

が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん」
の
根
津
本
の
絵
〔
図
25〕

で
は、

柴
垣
越
し
に
女

の
様
子
を
う
か
が
う
男
と、

屋
内
で
目
を
閉
じ
て
横
に
な
る
女
が
描
か
れ

て
い
る。

ほ
か
の
女
に
通
っ
て
も
嫉
妬
の
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
い
妻
を
夫
は

疑
い、

前
栽
に
隠
れ
て
見
て
い
た
が、

案
に
反
し
て
妻
は
夫
の
道
中
を
案

じ
る
歌
を
詠
む。

感
激
し
た
夫
は
浮
気
を
や
め
る
と
い
う
有
名
な
「
立
田

越
ス
（
河
内
越）」

の
場
面
で
あ
り、

嵯
峨
本
[
図
芭

の
よ
う
に

伊
勢

物
語
絵
で
は、

前
栽
か
ら
中
を
う
か
が
う
男
と
屋
肉
の
女
が
描
か
れ
て
き

た。

培
物
の
前
を
は
だ
け
て
横
に
な
る
根
津
本
の
絵
は、

少
し
ば
か
り
し



ど
け
な
さ
が
す
ぎ
よ
う。

同
じ
段
の
少
し
後
に
登
場
す
る、

浮
気
相
手
の

C
M)
 

高
安
の
女
と
の
混
同、

と
い
う
見
方
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る。

こ
れ
は、

第
二
十
三
段
の
類
話
で
あ
る
『
大
和
物
語
』

第
百
四
十
九
段

か
ら
の
影
響
と
見
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

歌
を
詠
ん
だ
後
の
女
の

様
子
は、
『
伊
勢
物
諾
』

と
『
大
和
物
語
』

と
で
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
か

ら
で
あ
る。
『
大
和
物
語
』

の
歌
の
後
の
部
分
を
引
用
す
る。

こ
の
女、

う
ち
泣
き
て
臥
し
て、

金
椀
に
水
を
入
れ
て、

胸
に
な
む

す
ゑ
た
り
け
る。
「
あ
や
し、

い
か
に
す
る
に
か
あ
ら
む」

と
て、

な
ほ
見
る。

さ
れ
ば、

こ
の
水、

熱
湯
に
た
ぎ
り
ぬ
れ
ば、

湯
ふ
て

つ
。

ま
た
水
を
入
る。

見
る
に、

い
と
か
な
し
く
て、

走
り
出
で

て、
「
い
か
な
る
心
地
し
給
へ

ば、

か
く
は
し
給
ふ
ぞ」

と
言
ひ
て、

か
き
抱
き
て
な
む
寝
に
け
る。
（
後
略）

同
趣
の
話
は、

大
永
三
年
(
-

五
二
三）

の
宗
印
講
釈
の
聞
書
『
伊
勢

物
語
宗
印
談
』

に、

女
が
「
か
な
ひ
さ
げ」

に
水
を
入
れ
て
胸
の
上
に
置

い
て
冷
や
し
た
話
と
し
て
載
る。

ま
た、

小
異
は
あ
る
が
室
町
時
代
物
語

『
か
わ
ち
か
よ
ひ
』
『
小
式
部』
『
雀
さ
う
し
』

や
幸
若
舞
曲
『
伏
見
常
盤
』

(

16
)
 

な
ど
に
見
ら
れ、

そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
『
伊
勢
物
語
』

の
話
と
し
て
引

用
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る。

さ
ら
に、

寛
永
整
版
本
「
伏
見

常
葉」

の
挿
絵
〔
図
27〕

で
は、

垣
問
見
す
る
男
と、

横
に
な
っ
て
提
子

で
胸
を
冷
や
す
女
が
描
か
れ
て
い
る。

根
津
本
『
扇
の
草
子
』

に
は
金
椀
や
提
子
は
確
認
で
き
な
い
が、

も
と

も
と
は、

女
が
目
を
つ
ぶ
っ
て
嫉
妬
の
炎
を
冷
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
描

t

17
)
 

か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

こ
の
図
様
は、

本
来
の
『
伊
勢
物

語
』

の、

「
い
と
よ
う
懸
想
じ
て」

歌
を
詠
む
理
想
の
女
で
は
な
く、
『
大

和
物
語
』

の
影
響
を
受
け
て
変
容
し
た、

室
町
時
代
の
『
伊
勢
物
語
』

理

解
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。

た
だ
し、

こ
の
『
伊
勢
物

語
宗
印
談
』

の
よ
う
な
理
解
は、

室
町
時
代
の
一

般
的
な
注
釈
書
に
は
一

切
見
ら
れ
な
い
。

『
扇
の
草
子
』

が
何
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
定
説
を

み
な
い
が、

和
歌
の
中
の
あ
る
語
に
注
目
し
て
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
絵
画

化
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り、
「
な
ぞ
解
き」
「
判
じ
絵」

の
性
格
や、

時
に

和
歌
の
内
容
と
は
無
関
係
の
物
を
絵
に
し
て
滑
稽
味
を
出
す
こ
と
な
ど
も

指
摘
さ
れ
て
い
る。
「
風
吹
け
ば」

の
歌
に
見
ら
れ
る
変
容
は、
『
扇
の
草

子
』

の
『
伊
勢
物
語
』

理
解
そ
の
も
の
が
滑
稽
味、

面
白
味
を
加
味
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
も
あ
る。

以
上、

宗
達
周
辺
の
扇
面
屏
風
と
『
扇
の
草
子
』

を
取
り
上
げ、

扇
絵

に
見
る
『
伊
勢
物
語
』

受
容
の
あ
り
か
た
を
述
べ
て
き
た。
『
扇
の
草
子
』

の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
な
ぞ
解
き」

や
「
判
じ
絵」

の
性
格

は、

宗
達
派
の
扇
絵
に
も
通
じ
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る。
『
扇
の
草
子
』

が
和
歌
の
中
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
和
歌
を
判
じ
さ
せ
よ



う
と
す
る
の
に
対
し
て、

宗
達
派
の
場
合
は、

モ
テ
ィ
ー
フ
を
省
略
ま
た

は
別
物
を
わ
ざ
と
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
世
界
を
判
じ
る
楽
し
み

を
加
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

（
注）(

1)
 
江
上
緩
氏
『
日
本
の
美
術』

第
三
一
九
号
「
扇
面
画
（
古
代
編）」
（
至

文
堂、
一
九
九
二
年）

に
よ
れ
ば
椋
棚
の
葉
形
や
円
形
の
檜
扇
が
平
城

京
遣
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る。

な
お
日
本
の
扇
と
扇
面
画
の
歴
史
に

つ
い
て
は、

中
村
清
兄
氏
『
扇
と
扇
絵
日
本
の
美
と
教
養』
(
JII
原
嘗

店、
一
九
六
九
年）、
『
扇
絵
［
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
半
島
ー』
（
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
平
成一一
年
度
特
別
展
囮
録、
一
九
九
0
年）、

宮
島

新一
氏
『
日
本
の
美
術』

第
三
二
0
号
「
扇
面
画
（
中
枇
組
ご
（
至
文

堂、
一
九
九
三
年）、

小
林
忠
氏
『
日
本
の
美
術』

第
三
ニ
一

号
「
扇
面

画
（
近
世
綴）」
（
至
文
堂、
一
九
九
三
年）

等
を
参
照
し
た。

(
2)

小
林
多
市
郎
氏
「
扇
面
写
経
画
と
物
語
絵
（
一
）

1
（
五）」
（『
國
華』

六
0
ニ・
六
0
三・
六
0
五•
六
0
七·
六
一

0
号、
一
九
四
i

年
一

月、

二
月、

四
月、

六
月、

九
月）。

(
3)
『
蔭
涼
軒
日
録』
の
引
用
は、
『
増
補
続
史
料
大
成
22

蔭
涼
軒
日
録』

（
臨
川
書
店、
一
九
七
八
年）

に
よ
る。

な
お
「
八
橋」

の
「
八」

は
一

本
に
よ
る。

底
本
は
「
さ。

(
4)

引
用
は、

山
根
有
三
氏
「『
室
町
時
代
の
屏
風
絵』

概
槻
—
和
渡
配
合

の
世
界」
（『
國
華』

創
刊一
0
0
年
特
別
展
図
録
『
室
町
時
代
の
屏
風

絵』、
一
九
八
九
年）

に
よ
る。

(
5)

仲
町
啓
子
氏
「
室
町
か
ら
江
戸
初
期
の
伊
勢
物
語
絵
制
作」
（『
伊
勢
物

語
享
受
の
展
開』

竹
林
舎、

二
01
0
年）．

扇
絵
の
中
の
『
伊
勢
物
語
』

(
6)

安
原
箕
琴
氏
は`

東
京
国
立
婢
物
館
『
月
次
風
俗
図
屏
風』

画
面
上
段

の
「
扇
面
屏
風
J

の
扇
絵
の
大
半
が
『
扇
の
草
子』

と
共
通
す
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
安
原
箕
琴
氏
『『
扇
の
草
子』

の
研
究
ー
遊
び
の
芸

文』
ぺ
り
か
ん
社、

二
0
0
三
年）．

(
7)

画
題
一

覧
は
本
田
光
子
氏
に
よ
る。

伊
勢
物
語
絵
に
つ
い
て
は、

玉
晶

敏
子
氏
「
宗
達
の
眼
と
魔
術
ー
和
歌
巻
か
ら
大
画
面
障
壁
画
へ
の
道
程

|．」

の
論
が
あ
る。

(
8)

水
尾
博
氏
「
扇
面
構
図
論」
（『
国
華』

七
八
五
号、
一

九
五
七
年
八

月）。

な
お
水
尾
氏
は
右
か
ら
左
へ
の
進
行
性
を
説
か
れ
た。

そ
の
後

も、

西
和
夫
氏
「
扇
面
法
華
経
ー
扇
面
に
描
く
曲
が
っ
た
空
間

無
意

識
の
う
ち
の
約
束
事」
（『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
絵
画』
ぺ
り
か
ん

社、
一
九
九
一

年）、

而
出
和
子
氏
「
扇
面
圃
の
空
間
表
現
の
歪
み
に
つ

い
て」
（『
図
学
研
究』

第
四
一
巻
二
号
（
通
巻―
一
六
号）、
1
1
0
0
七

年
六
月）

な
ど
の
論
が
あ
る。

(
9)

山
根
有
三
氏
「
伝
宗
達
筑
伊
勢
物
語
因
の
扇
而
・
屏
風
・
色
紙」
『
琳
派

絵
画
全
集
宗
達
派一
』
（
日
本
経
済
新
圃
社、
一
九
七
七
年）・

(
10)

こ
れ
に
つ
い
て
は
京
都
国
立
博
物
館
展
覧
会
『
琳
派
』

固
録
解
説

（
二
01
五
年、

福
祉
雄
也
氏
担
当）

に
も、

次
の
指
摘
が
あ
る．

た
だ、

関
守
の
い
な
い
「
関
守
J

や
犬
が
食
い
散
ら
し
て
い
る
は
ず

の
死
体
が
な
い
「
犬
図」

な
ど、

モ
チ
ー
フ
の
大
幅
な
省
略
等
に

よ
っ
て
本
来
の
n
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
乖
離
し
た
図
様
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
多
く、

す
べ
て
が
物
語
絵
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い。

む
し
ろ、

本
来
の
文
脈
と
は

あ
ま
り
関
係
な
く
古
典
の
材
料
か
ら
適
宜
固
様
を
切
り
抜
き、

扇
面

の
湾
曲
し
た
画
面
に
合
う
よ
う
再
構
成
す
る
あ
た
り
に、

俵
屋
の
主

力
商
品
だ
っ
た
と
思
し
い
こ
の
種
の
作
品
の
制
作
の
あ
り
よ
う
が
う

か
が
わ
れ
て
興
味
深
い。



(
11)

こ
の
本
文
は、

天
理
図
審
館
蔵
伝
為
家
節
本
巻
末
付
加
部
分
（
小
式
部

尚
侍
本
に
近
い
本）

に
見
え
る
（
第
三
句
「
と
ゞ
め
を
き
て」）．

(
12)
『
宗
達
伊
勢
物
賠
図
色
紙』
（
思
文
閣
出
版、

二
0
一

三
年）

解
説
（
泉

紀
子
氏）

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る。

(
13)

大
口
裕
子
氏
「
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
伊
勢
物
語
絵
の

一
面
ー「
扇
の
草
子」

を
中
心
と
し
て
ー」
（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要』

第
四
六
輯
第
三
分
冊、

二
0
0
一

年
二
月）

は、
根
津

本
「
46
か
た
み
こ
そ
い
ま
は
あ
た
な
れ
こ
れ
な
く
は
わ
す
る
A
ひ
ま
も

あ
ら
ま
し
も
の
を」

の
扇
絵
が
『
伊
勢
物
語』

第
百
十
九
段
の
和
歌
を

用
い
た
謡
曲
「
松
風
J

や
御
伽
草
子
「
松
風
村
雨」

の
絵
画
化
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

(
14)
「
扇
面
歌
意
画
巻
に
つ
い
て」
（
根
津
美
術
館
学
芸
部
編
『
扇
面
歌
意
画

巻』

根
津
美
術
館、

二
0一
五
年）。

(
15)
『
扇
の
草
子』

伝
本
に
つ
い
て
は
(
6)

の
安
原
氏
著
掛、
(
13)

の
大

口
氏
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る。

略
称
も
両
氏
に
従
う。

(
16)

石
川
透
氏
『
室
町
物
語
と
古
注
釈』
（
三
弥
井
街
店、
—
1
0
0
二
年）。

大
日
裕
子
氏
は
嵯
峨
本
の
影
署
下
に
あ
る
大
英
博
物
館
本
伊
勢
物
語
絵

巻
に
描
か
れ
た
提
子
に
つ
い
て
石
川
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
『
伏
見
常
盤』

の
挿
絵
に
も
触
れ
て
「
こ
の
段
に
ま
っ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
の
堆
梢
が
反
映

し
て
い
る
l

と
す
る
（『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』

研
究
編一
ー
ニ
七

頁．
角
川
学
芸
出
版、
―1
0
0
七
年）

(
17)
「
扇
の
草
子」

諸
本
の
う
ち
天
理
本
で
は、

女
の
右
脇
に
提
子
を
描
く
の

も
傍
証
に
な
る
か
も
し
れ
な
い。

な
お
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
本
も
寝
床

に
横
た
わ
る
女
を
描
く
が、

提
子
な
ど
は
見
え
な
い。

図
の
引
用
は、
『
舞
の
本』
（
岩
波
替
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系、
一
九
九
四

年）、
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成』
（
角
川
学
芸
出
版、
二
0
0
七
年）、
『
宗
達

（
あ
お
き

伊
勢
物
語
囮
色
紙』
（
思
文
閣
出
版、

二
0一
三
年）、

京
都
国
立
博
物
館
展
覧

会
『
琳
派』

圏
録
（
二
0一
五
年）

に
よ
る。

束
京
国
立
博
物
館
蔵
『
扇
面
散
屏
風』
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻』
の
画
像
は
東

京
国
立
博
物
館
情
報
ア
ー
カ
イ
プ
公
開
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
(h
号
JI
5

茎．

目n.jp/)^
-

伊
勢
物
語
の
注
釈
薔
の
引
用
は
片
桐
洋
一

氏
『
伊
勢
物
語
の
研
究
・
資
料

編』
（
明
治
害
院、
一
九
九
三
年）、
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成』
（
笠
間
粛
院、

―
1
0
0
五
年
S
刊
行
中）

に
よ
る。

【

補
記】本

稿
は
二
01
四
年
八
月、

リ
ュ
プ
リ
ャ
ナ
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
学
に
て
開
催

さ
れ
た
ゴ1e
1
4
th
 E
AJS
 Inte
rnational
 Con
fe
rence
に
お
い
て
「
扇
絵
と
物
語
ー

伊
勢
物
語
の
場
合」

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に、

後
日
の
調
査

を
加
え
て
構
成
し
直
し
た
も
の
で
す。

発
表
に
際
し
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

貨
璽
な
作
品
の
画
倣
使
用
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
根
津
美
術
館、

醍
醐
寺
は

じ
め
所
蔵
機
閑
各
位
に
原
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

「
扇
の
草
子」

の
図
様
に
つ
い
て
は、

大
口
裕
子
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
得

ま
し
た。

深
謝
申
し
上
げ
ま
す。

本
研
究
はJSPS
科
研
典
2
6
3
7
0
1
4
4

及
び
l

呉
0
2
2
2
1

の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す。

し
づ
こ
•

本
学
教
授）

一

四


